
Ⅰ．応募者について

 １．NPO法人てごねっと石見 ４．日本海信用金庫

 ２．江津商工会議所 ５．江津市役所

 ３．桜江町商工会 ６．有福温泉振興会

※起業済みの方もしくは第２創業の方のみご記入ください

Go-Con2024 江津市ビジネスプランコンテスト 応募フォーム
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有福賞へ応募の有無 ←必ずご記入ください

Go-Con事務局への

事前相談の有無

(相談した団体に〇

設立（創業）年

事業内容



Ⅱ．ビジネスプランについて

　◆事業・プロジェクト概要

　　①プランタイトル

※黒枠内は審査の際に直目する視点となります。記入の際の参考にしてください。

　　③現状把握：地域の現状を分析し、活用できる地域資源や根拠データ等をあげてください。

　　④事業内容：誰にどんな商品やサービスを提供しますか。また、どのように地域資源を活用しますか。

　　⑤応募動機：なぜ、江津市のビジネスプランコンテストに応募しようと考えましたか。
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　　②事業目的：江津市のどんな課題に取り組むためですか。また、どんな地域特性を活かして実施しますか。
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　◆事業計画・プロダクト／サービス

　　⑥行動計画：事業を具体的にどのように進め、どのような運営体制をもって持続させていく計画ですか。

　　⑦プロダクト／サービス（商品）の価値：商品の魅力化や差別化をどのように図りますか。

　　⑧事業の将来的な見通し：社会的な波及効果や地域への経済的な効果を数値目標等で示してください。

　◆事業推進

　　⑨専門性・経験：プランに関する経験や知識の今の習得状況や今後の見通しを記入してください。

　　⑩成果目標：誰（顧客・対象者等）に対して、いつまでに、どんな成果を当初設定しますか。
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　　⑪宣伝・広報活動：商品の価値や自身の強みをどのようにＰＲしていきますか。

　　⑫連携・協力者：プラン実施のための連携体制や協力者の現況や今後の見通しを記入してください。

　　⑬起業の姿勢：困難に直面した場合の具体的な対処方法や、大切にしたい姿勢を記入してください。

　◆現在（記入日）の活動状況について該当するものを■でチェックしてください。

　□　事業実施段階　（すでに日常的に事業・サービスの提供を行っている）

　□　事業試行段階　（事業化に向けて試行的な事業やテスト・マーケティングを行っている）

　□　事業化準備段階（事業化に向けて具体的な準備の活動を行っている）

　□　事業検討段階　（具体的な取組は無く、現在プランを検討している）

　□　その他　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】 】

　◆応募者自身の関わり方や体制について

①応募者の関わり方該当するものを■でチェックしてください。

　□　応募者自身が対象地域で、年間のほぼ全てを滞在して事業実施する

　□　応募者自身が対象地域で、年間の半分以上を滞在して事業実施する

　□　応募者自身は滞在せず、パートナー等を配置しながら事業実施する

【 】

②正社員やパート等を雇用する予定の場合は、その時期と人数を記入してください。

【 】

※枠幅の変更はしていただいて構いませんが、4ページ程度にしてください。

※文字数やフォントに制限はありませんが、簡潔に表現してください。

※「Ⅱ.ビジネスプランについて」はすべての項目に答えてください。

※事業イメージ図等がある場合は添付してください。（ただしＡ４用紙両面２ページまで）

※すでに起業している場合は、起業した日がわかる書類を添付してください。

※特許、実用新案権等の知的財産権、及び営業秘密やいかなるノウハウなどの情報の法的保護につい

ても、応募者の責任において対策を講じた上で、一般に公表して差し仕えない内容でご提案ください。

※提出書類は返却しません。また、当ビジネスプランコンテストや起業創業支援以外に使用しません。
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事業検討段階　（具体的な活動に入る前段階で、現在プランを検討している）

事業化準備段階（事業化に向けて具体的な準備の活動を行っている）

事業試行段階　（事業化に向けて試行的な事業やテスト・マーケティング調査を行っている）

事業実施段階　（すでに日常的に事業・サービスの提供を行っている）

応募者自身は滞在せず、パートナー等を配置しながら事業実施する

応募者自身が対象地域で、年間の半分以上を滞在して事業実施する

応募者自身が対象地域で、年間のほぼ全てを滞在して事業実施する

その人物／企業：


